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＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
月末取引となる30日受渡しのGC 取引は、△0.12％～△0.13％の出合いから始まり、TNでも△0.10％台での取引が中心であった。12月入り後も△0.10％近辺で推移し、

短国3Mの発行日である5日受渡しも、△0.09％までの小幅上昇。週末には国債買入・国庫短期証券買入オペが合計1兆7,300億円オファーされ、再度△0.10％近辺に

低下し越週した。

SC取引では10年344回債のbidが週後半にかけて増加し、週末には△0.30％台半ばでの出合いが多く見られた。10年342,343回債は週を通して概ね△0.40％台前半

～半ばで取引された。その他2年367・369・370回債、5年125・127・128・129回債、10年325・328・329・332・334・335・336・338・341・344回債、20年157・158回債、30年52 

回債などに引合いが多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞

日銀当座預金残高は週初314兆9,000億円から始まった。国債買入オペ・国庫短期証券買入オペを主因に11月30日には

317兆7,000億円台まで増加した。その後、週末には税・保険揚げを主因に310兆4,100億円まで減少した。

無担保コールON物は、△0.085％～△0.03％のレンジで取引された。なお、同加重平均金利は、週末3日積みとなる12月2

日にレートが上昇し△0.049％となったが、その他の日は先週同様△0.054％～△0.051％のレンジで推移した。

ターム物は、12月スタートの1W～2Wで△0.03％の出合いが見られた。

12月2日に実施された国庫短期証券買入オペのオファー額は5,000億円と、前回オファー分（11月25日、オファー額1兆円、

応札倍率1.85倍）より5,000億円の減額となった。応札倍率は1.75倍となり、前回対比で低下する結果となった。

来週の予定は、国内では、黒田日銀総裁挨拶（5日）、岩田日銀副総裁挨拶（7日）、日銀当座預金のマクロ加算残高の基準

比率を見直し（9日）、海外では、NY連銀総裁講演（5日）、ECB金融政策発表・ドラギECB総裁記者会見（8日）などが挙げら

れる。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約13,800億円で、期落ち額約9,000億円（金融機関・ABCP除く）を大きく上回った。引き続き、賞与・

配当シーズンで幅広い業種で大量発行が見られた。

a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.0010％割れで推移した。

現先レートの中心は、△0.100％～0.000％程度で推移した。
来週の期落ち額は5,500億円程度となっている。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞

1日に国庫短期証券3Ｍ第649回債の入札が行われたが、最高落札レートは△0.3330％（前回債△0.2754％）、平均落札レートは△0.3408％（同△0.2873％）と前回債

と比べて利回りは大きく低下した。セカンダリーは3Ｍで△0.388％近辺の地合いとなっている。6Ｍ、1Ｙは目立った出合いは見られなかった。来週7日に6Ｍ、8日に3Ｍ

の入札が予定されている。


